
編
集
後
記

　
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
は
、
「
資
料
編
1
（
上
・
下
）
」
刊
行
ま
で
の
こ
と
は
す
で
に
同
編
の
下
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
後
の
こ
と
を
簡
潔
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　
本
学
の
百
年
史
の
刊
行
は
百
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
百
年
史
編
纂
委
員
会
と
同
編
纂
室
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
「
資
料
編

1
」
刊
行
か
ら
半
年
余
り
の
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
三
月
に
そ
の
組
織
は
廃
止
さ
れ
、
事
業
は
同
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
法
人
立
の
恒

常
…
機
関
「
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
」
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
ヵ
月
の
準
備
期
間
を
経
て
、
七
月
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

再
び
編
集
が
開
始
さ
れ
た
。

　
移
管
さ
れ
た
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
前
の
編
纂
室
時
代
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
組
織
と
人
員
の
配
置
が
し
ば
し

ば
変
更
さ
れ
、
編
纂
の
た
め
の
体
制
が
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
、
「
資
料
が
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
（
『
資
料
編

－
下
』
、
一
〇
〇
九
頁
）
な
ど
の
問
題
点
を
整
理
し
、
所
長
（
高
木
宏
夫
）
と
専
任
研
究
員
（
三
浦
節
夫
）
を
中
心
に
、
新
し
い
編
集
体
制

の
確
立
に
着
手
し
、
新
組
織
は
つ
ぎ
の
三
点
か
ら
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
、
編
集
実
務
は
、
こ
れ
ま
で
は
教
員
が
兼
務
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
専
任
者
を
置
く
形
に
し
た
。
す
で
に
編
纂
室
補
助
員
と
し
て
大

　
　
学
史
の
知
識
と
編
集
経
験
を
持
っ
て
い
た
山
内
瑛
一
、
豊
田
徳
子
の
両
氏
を
編
集
員
と
し
、
こ
の
二
名
に
新
た
に
二
名
を
加
え
て
編

　
　
集
員
体
制
を
作
っ
た
。

　
二
、
さ
ら
に
編
集
企
画
と
編
集
員
の
指
導
を
担
当
す
る
組
織
と
し
て
、
編
集
会
議
を
設
置
し
た
。
委
員
に
は
学
外
か
ら
『
東
京
大
学
百
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年
史
』
を
編
集
さ
れ
た
寺
崎
昌
男
、
中
野
実
の
両
氏
、
学
内
か
ら
廣
畑
一
雄
、
西
村
誠
の
両
本
学
教
授
を
お
願
い
し
た
。
平
成
三
二

　
　
九
九
一
）
年
三
月
か
ら
実
質
的
な
活
動
を
開
始
し
た
編
集
会
議
は
、
教
育
学
の
専
門
家
を
中
心
に
、
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
、
編
集
員

　
　
の
三
者
で
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
組
織
の
上
に
、
審
議
機
関
と
し
て
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
七
月
に
各
学
部
長
、
関
係
機
関
の
代
表
者
、
事
務

　
　
部
長
を
委
員
と
す
る
百
年
史
編
纂
委
員
会
を
同
委
員
会
「
設
置
要
項
」
に
基
づ
い
て
再
編
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
の
改
編
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
編
集
方
針
の
大
綱
と
五
つ
の
編
と
い
う
大
項
目
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
検
討
を
お

こ
な
っ
た
。
収
集
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
目
次
案
作
成
の
過
程
（
後
述
）
で
検
討
し
た
結
果
、
既
決
定
の
編
集
方
針
を
基
本
的
に
受
け
継
ぐ

と
と
も
に
、
と
く
に
つ
ぎ
の
諸
点
に
留
意
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
学
内
外
の
資
料
等
に
基
づ
き
、
東
洋
大
学
が
歩
ん
だ
百
年
の
歴
史
を
可
能
な
か
ぎ
り
客
観
的
に
描
き
つ
つ
、

　
　
日
本
近
現
代
の
学
術
・
教
育
史
の
中
に
一
私
立
大
学
と
し
て
の
東
洋
大
学
の
歩
み
を
位
置
づ
け
る
。

　
二
、
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
と
教
育
活
動
の
内
容
を
叙
述
の
基
本
と
し
、
本
学
の
教
学
の
特
性
を
浮
彫
り
に
す
る
。

　
三
、
教
職
員
・
学
生
及
び
卒
業
生
の
学
内
外
に
お
け
る
活
動
に
注
目
し
、
大
学
が
果
し
た
社
会
的
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
四
、
大
学
の
運
営
に
お
い
て
生
起
し
た
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
な
断
定
や
評
価
を
避
け
、
史
料
に
基
づ
い
て
、
客
観
的
か
つ
公

　
　
平
な
叙
述
を
め
ざ
す
。

　
五
、
叙
述
は
史
料
の
羅
列
を
避
け
、
史
料
に
基
づ
い
た
平
明
な
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
、
『
百
年
史
』
は
六
巻
八
冊
構
成
と
な
っ
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
た
時
点
で
は
、
通
史
編
1
、
通
史
編
H
、
部
局
史

編
、
資
料
編
H
（
上
・
下
）
、
年
表
・
索
引
編
の
五
巻
六
冊
の
刊
行
と
い
う
執
行
計
画
上
で
も
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
新

組
織
の
も
と
で
い
か
に
合
理
的
に
進
め
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
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寄
附
金
に
よ
る
記
念
事
業
と
し
て
の
性
格
や
関
係
者
の
要
望
に
応
え
る
に
は
逐
次
刊
行
形
態
が
も
っ
と
も
望
ま
し
か
っ
た
が
、
編
集
責

任
者
と
し
て
の
所
長
の
決
断
で
「
逐
次
刊
行
を
行
わ
ず
、
目
次
構
成
や
資
料
整
理
と
い
う
基
礎
作
業
に
多
く
の
時
間
を
か
け
、
準
備
が
整

っ
た
後
に
一
気
に
刊
行
を
進
め
る
」
と
、
そ
の
方
針
を
転
換
し
た
。
た
だ
し
、
編
集
期
間
は
従
来
よ
り
二
年
短
縮
し
て
、
平
成
七
年
に
終

了
す
る
目
標
を
再
設
定
し
た
。

　
平
成
三
年
七
月
の
第
一
回
百
年
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
、
年
史
編
纂
に
関
す
る
組
織
や
編
纂
大
綱
な
ど
の
基
本
的
な
案
件
が
上
程
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
が
一
括
承
認
さ
れ
て
名
実
と
も
に
再
出
発
と
な
っ
た
。
平
成
二
年
の
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
管
か
ら
一

年
余
の
期
間
が
か
か
っ
た
。

　
各
巻
別
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
編
集
・
刊
行
が
進
め
ら
れ
た
。

　
一
、
通
史
編
－

　
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
七
月
か
ら
目
次
構
成
案
の
作
成
に
着
手
し
た
。
は
じ
め
に
「
資
料
編
1
」
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
周
辺
資
料

の
補
完
収
集
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
前
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
い
た
編
集
方
針
と
通
史
編
の
目
次
第
一
次
案
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
編
・
章
・
節
の
大
枠
を
作
り
、
必
要
な
資
料
を
選
別
し
、
同
年
一
一
月
ま
で
に
創
立
者
の
誕
生
か
ら
旧
制
大
学
の
終
わ
り
ま
で

と
い
う
通
史
編
1
の
目
次
素
案
が
完
成
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
作
業
は
継
続
さ
れ
、
新
制
大
学
以
降
の
通
史
編
1
1
の
目
次
素
案
も
、
平
成

三
（
一
九
九
一
）
年
三
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
素
案
作
成
は
山
内
瑛
一
、
豊
田
徳
子
、
保
科
富
士
男
の
編
集
員
が
担
当
し
た
。

　
執
筆
に
つ
い
て
は
目
次
案
の
作
成
と
並
行
し
て
、
そ
の
実
施
体
制
が
編
集
会
議
や
編
纂
委
員
会
で
討
議
さ
れ
、
第
一
段
階
と
し
て
全
体

を
細
か
に
分
割
し
て
草
稿
を
執
筆
す
る
方
法
を
採
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
方
法
は
東
京
大
学
百
年
史
で
経
験
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
草
稿
の
執
筆
は
本
学
大
学
院
の
卒
業
生
や
在
学
生
に
依
頼
し
、
二
九
名
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
三
（
一
九
九
一
）

年
七
月
、
こ
れ
ら
の
草
稿
執
筆
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
が
開
催
さ
れ
、
九
月
か
ら
実
際
の
執
筆
が
着
手
さ
れ
た
。
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平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
三
月
か
ら
、
提
出
さ
れ
た
草
稿
が
そ
れ
ぞ
れ
検
討
さ
れ
た
。
当
初
は
こ
れ
ら
の
草
稿
を
入
力
し
そ
れ
に
加
筆
・

修
正
を
施
し
て
原
稿
と
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
完
成
度
に
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
編
集
会
議
で
詳
細
に
わ
た
り
討
議
し
た
結
果
、
リ
ラ

イ
ト
で
原
稿
化
で
き
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
活
用
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
参
考
と
す
る
に
と
ど
め
て
、
新
た
に
書
き
下
ろ
す
こ
と
と
な

っ
た
。

　
通
史
編
1
は
創
立
か
ら
旧
制
大
学
の
終
了
ま
で
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
リ
ラ
イ
ト
も
含
め
た
原

稿
が
同
年
一
〇
月
か
ら
山
内
瑛
一
、
豊
田
徳
子
の
両
編
集
員
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。
制
作
は
白
倉
司
朗
氏
（
平
成
三
年
一
一
月
～
平
成

五
年
三
月
）
と
鈴
木
経
太
郎
氏
（
平
成
五
年
四
月
～
）
が
担
当
し
た
。
さ
ら
に
、
大
部
に
わ
た
る
本
学
の
年
史
を
日
本
の
高
等
教
育
制
度

史
の
な
か
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
各
編
の
冒
頭
に
概
説
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
編
集
会
議
の
委
員
で
こ
の
分
野
の
専
門
家
で

あ
る
寺
崎
昌
男
氏
（
第
一
編
）
、
中
野
実
氏
（
第
二
編
・
第
三
編
）
に
執
筆
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
本
文
の
校
閲
も
お
願
い
し
た
。

　
通
史
編
1
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
草
稿
の
取
り
組
み
か
ら
刊
行
ま
で
二
年
余
の
期
間
が
か
か

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
編
集
体
制
は
よ
り
完
全
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
二
、
部
局
史
編

　
部
局
史
編
は
各
部
局
に
よ
っ
て
責
任
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
者
の
数
は
二
二
部
局
八
七
名
で
あ
っ
た
。
編
集
は
平
成
二
二

九
九
〇
）
年
一
一
月
か
ら
編
集
員
と
し
て
加
わ
っ
た
松
本
隆
氏
が
担
当
し
た
。
同
編
の
編
集
経
過
は
「
部
局
史
編
」
の
「
後
記
」
（
一
〇
五

七
ー
一
〇
五
八
頁
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
平
成
二
（
一
九
九
一
）
年
一
二
月
か
ら
資
料
整
理
・
資
料
一
覧
の
作
成
が
は
じ
ま
り
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
三
月
以
降
に
各
部
局

に
対
す
る
執
筆
者
選
定
依
頼
に
着
手
し
た
。
同
年
七
月
の
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
編
集
事
項
が
承
認
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
以
降
一
二
月
ま

で
の
間
で
執
筆
者
と
の
具
体
的
な
打
ち
合
せ
が
行
わ
れ
、
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
。
当
初
、
原
稿
提
出
日
を
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
一
月
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と
設
定
し
た
が
、
提
出
さ
れ
た
部
局
が
少
な
く
、
締
め
切
り
の
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
四
月

に
す
べ
て
の
原
稿
が
揃
っ
た
の
で
、
同
年
五
月
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
三
、
資
料
編
H
（
上
・
下
）

　
資
料
編
H
は
新
制
大
学
か
ら
百
周
年
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
企
画
の
段
階
で
は
編
纂
室
時
代
に
作
成
さ
れ
た
『
東

洋
大
学
史
資
料
目
録
』
（
三
冊
）
と
、
そ
の
後
に
収
集
さ
れ
た
資
料
の
デ
ー
タ
か
ら
必
要
項
目
を
抽
出
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
活
用
し

た
。
分
類
の
大
枠
は
資
料
編
1
で
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
、
基
本
的
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
。

　
構
成
は
山
内
瑛
一
・
豊
田
徳
子
の
両
編
集
員
が
担
当
し
、
制
作
は
松
本
隆
編
集
員
と
鈴
木
経
太
郎
氏
が
担
当
し
た
。
平
成
五
（
一
九
九

三
）
年
七
月
か
ら
編
集
が
は
じ
ま
り
、
「
上
」
巻
は
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
四
月
、
「
下
」
巻
は
同
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
四
、
通
史
編
n

　
通
史
編
1
1
は
基
本
的
に
資
料
編
H
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
対
象
と
し
た
時
期
は
新
制
大
学
か
ら
百
周
年
ま
で
で
あ
る
。

　
目
次
構
成
は
前
述
の
よ
う
に
通
史
編
1
の
段
階
で
完
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
九
月
か
ら
原
稿
の
作
成
が
開
始

さ
れ
た
。
執
筆
は
山
内
瑛
一
・
豊
田
徳
子
の
両
編
集
員
が
担
当
し
、
制
作
は
鈴
木
経
太
郎
氏
が
担
当
し
た
。
概
説
は
第
四
編
を
寺
崎
昌
男

氏
に
、
第
五
編
を
中
野
実
氏
に
本
文
の
校
閲
と
と
も
に
お
願
い
し
、
平
成
六
年
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
五
、
年
表
・
索
引
編

　
年
表
に
つ
い
て
は
、
編
纂
室
時
代
に
『
東
洋
大
学
史
紀
要
』
第
二
号
（
一
九
八
四
年
）
で
稿
本
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
原
稿
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
入
力
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
に
収
集
さ
れ
た
資
料
を
加
え
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
し
て
原
稿
を
作
成
し
た
。
索
引
に
つ

い
て
は
、
本
学
の
場
合
に
は
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
の
六
巻
八
冊
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
が
、
活
版
か
ら
電
算

写
植
へ
の
印
刷
形
態
の
変
更
を
契
機
に
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
、
資
料
編
1
（
上
・
下
）
以
外
の
全
デ
ー
タ
が
電
算
処
理
可
能
な
状
態
で
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保
存
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
資
料
編
1
の
デ
ー
タ
を
加
え
て
本
文
を
す
べ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
こ
れ
を
も
と
に
事
項

索
引
と
人
名
索
引
の
元
原
稿
を
作
成
し
た
。
事
項
索
引
に
つ
い
て
は
関
連
項
目
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
編
集
し
た
。

　
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
四
月
か
ら
デ
ー
タ
の
作
成
・
変
換
が
開
始
さ
れ
、
同
年
六
月
か
ら
は
じ
め
に
年
表
、
続
い
て
索
引
の
編
集
の

取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
編
集
は
山
内
瑛
一
・
豊
田
徳
子
の
両
編
集
員
、
制
作
は
鈴
木
経
太
郎
氏
、
デ
ー
タ
処
理
は
㈱
フ
ク
イ
ン
の

齋
藤
廣
隆
氏
、
茶
山
史
朗
氏
が
担
当
し
た
。

　
こ
こ
で
、
次
世
代
の
大
学
年
史
の
関
係
者
の
た
め
に
、
気
の
つ
い
た
問
題
点
を
一
言
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
こ
一
〇
年
前
後
に
日
本
の
多
く
の
大
学
か
ら
『
百
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
、
全
学
的
取
り
組
み
と
客
観
的
記
述
と
を
そ
の
特
徴
と
し
て

い
る
。
本
学
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
前
記
の
「
編
纂
委
員
会
」
や
『
資
料
編
』
が
こ
れ
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
東
洋
大
学
の
百
年
史
は

記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
か
ら
、
具
体
的
な
読
者
を
想
定
し
た
本
と
言
う
よ
り
も
、
大
学
教
育
・
運
営
全
般
に
わ
た
っ
て
の
「
正

史
」
を
編
纂
す
る
と
言
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
、
観
念
的
な
理
念
や
枠
組
は
で
き
あ
が
っ
た
が
、
具
体
的
な
執
筆
に
多
大
な
難
問
を
抱

え
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
情
は
、
多
く
の
他
大
学
に
お
い
て
も
共
通
す
る
点
で
あ
り
、
年
史
関
係
の
全
国
的
組

織
「
大
学
史
協
議
会
」
に
お
け
る
話
題
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
史
学
の
分
野
で
も
教
育
学
の
分
野
で
も
、
大
学
史
の
専
門
家
は
少
な
か
っ
た
し
、
専
門
的
な
教
育
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
多
く
の
大
学
の
百
年
史
が
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
か
ら
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
研
究
や
討
論
が
進
み
、
長
期
継
続
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
代
で
は
単
な
る
「
記
念
誌
的
百
年
史
」
で
は
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
高
水
準
の
百
年
史
」
を
各
大
学
が
競
っ
て

出
版
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
年
史
の
関
係
者
は
そ
れ
を
知
っ
て
は
い
る
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
大
学
関
係
者
一
般
は
こ
の
変
化
に
気

づ
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
年
史
の
専
門
分
野
が
学
問
上
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
理
解
者
が
少
な
い
事
を
意
味
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
専
従
的
に
長
期
に
わ
た
っ
て
仕
事
を
さ
れ
た
方
の
環
境
条
件
の
改
善
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
「
大
学
史
協
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議
会
」
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
後
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
将
来
に
対
す
る
危
惧
の
部
分
を
主
と
し
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
明
る
い
展
望
と
な
り
得
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
戦
災
や

大
学
紛
争
な
ど
の
多
く
の
原
因
か
ら
、
貴
重
な
資
料
を
失
っ
て
い
る
が
、
百
年
史
の
刊
行
を
終
わ
る
に
当
た
っ
て
、
井
上
円
了
記
念
学
術

セ
ン
タ
ー
に
資
料
室
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
資
料
の
保
存
・
収
集
・
整
理
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
八
〇
〇
〇

頁
以
上
の
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
を
読
み
通
す
人
は
非
常
に
少
な
い
と
想
像
さ
れ
る
の
で
、
最
後
の
『
年
表
・
索
引
編
』
で
は
、
事
項
索

引
と
人
名
索
引
と
を
か
な
り
徹
底
し
て
作
成
し
、
本
書
の
利
用
と
内
容
へ
の
手
引
き
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
た
。
短
期
に
仕
上
げ
て
い
る

た
め
に
、
不
十
分
な
点
や
項
目
設
定
の
仕
方
な
ど
に
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
作
成
し
た
の
で
、

増
補
版
作
成
で
よ
り
使
い
よ
い
も
の
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
本
書
に
は
関
係
者
の
膨
大
な
時
間
と
努
力
と
知
識
と
理
論
が
注
が
れ
た
。
右
の
よ
う
な
諸
問
題
を
前
向
き
に
解
決
す
る
努
力
が
あ
れ
ば
、

つ
ぎ
の
大
学
史
を
作
成
す
る
段
階
に
は
、
大
学
に
寄
与
す
る
点
で
は
さ
ら
に
大
き
い
も
の
が
期
待
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
編
纂
事
業
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
各
巻
の
編
集
作
業
は
、
通
史
編
1
と
部
局
史
編
、
資
料

編
H
と
通
史
編
1
1
、
通
史
編
H
と
年
表
・
索
引
編
の
よ
う
に
、
並
行
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
過
密
な
編
集
日
程
に
根
本
的
な
変
更
を
加

え
る
こ
と
な
く
最
終
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
関
係
者
よ
り
の
貴
重
な
資
料
の
提
供
、
寺
崎
昌
男
氏
・
中
野
実
氏
に
よ
る

指
導
、
山
内
瑛
一
氏
・
豊
田
徳
子
氏
を
中
心
と
す
る
編
集
員
の
献
身
的
な
尽
力
、
法
人
側
の
原
稿
の
校
閲
、
関
係
機
関
を
含
め
た
教
職
員

の
協
力
、
㈱
フ
ク
イ
ン
の
印
刷
に
関
す
る
全
面
的
な
協
力
な
ど
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
改
め
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
平
成
六
年
＝
月
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